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企すだちくん広告塔 企芸術祭国体コーナー(山形県南陽市引継物)

国体まであと⑧⑨⑨日

東四国国体秋季大会まであと265日とせ


まりました。


役場玄関前に国体マスコットのすだち


君がデンと据えつけられ、また、� 1月に開 L 十

場し、国体成功へのPRを行いました。

企芸術祭固体コーナー(ポスター展) 

(世帯数)1，993戸� (人口)男� 3，615人女�  3，888入計�  7，503人� (平成4年12月末日現在)⑩⑧⑨ 
(出生)男2 女2 計4 死亡)男3 女3 計6 転入)男8 女5計13 転出)男12女11計23

広報かつうら� 2月号第272号平成5年2月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TE L (08854)2-2511 (代) FAX 2-3028⑨⑧ 

催された芸術祭では、国体コーナーも登
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町民のうごき
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平成5年勝浦町消防団出初式が� 

1月� 15日勝浦中学校体育館で行

われ、永年消防活動に携われた方 地区の消防活勤
々が表彰されました。 務たちが守ります.グ

fて

-R
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ご
く
ろ
う
さ
ま

で
し
た

今
度
、
次
の
方
々
が
退
団
さ
れ
ま

ん
。

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状


武

田

治

雄

(

第

一

分

団

)


平

岡

義

和

(

。

)


山

本

晴

義

(

第

二

分

団

)


中

村

昌

幸

(

ク

)


浜

守

(

第

三

分

団

)


寺

谷

雄 

(

0

)

坂

口

衛 

(

ク

)

谷

尻

夫

'ut

岩河谷大谷只山田野山花樫

佐野脇高崎平田中上崎岡本

誠純昭誠亀和文善博芳吉

茂

( 

徳

( 

。。

))

洋
(
第
七
分
団
)

明

(

ク

)

和

(

。

)

夫 

(

ク

)

博 

(第
八
分
団
)

夫

(

ク

)

笹中 山 高 中 福 花 石 茂 小 中 河 田 谷 米 勝 大 谷 橋榊山

山 崎橋西田房塚村林西野中添沢占本口本 原 野

芳仁常和敏 勝 栄 敏孝洋 吉良昌義順誠 義  j告

治治 

ク 

)

孝 公

(第
四
分
団
)

(第
五
分
団
)

二

階

堂

博

(

第

六

分

団

)

原

田

広

(

ク

)

明政

高

岡

徹 

ク

)

司 

(第
九
分
団
)

明 

(機

動

隊

)

((

…

ー

一

団
長
あ
い
さ
つ

住
問
問
問
品
目
即
時


勝
浦
町
消

防

団

団

長

谷

永え

美

災
害
か
ら
守
り
、
以
て
社
会
の
福

祉
に
貢
献
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。 

一

平
成
五
年
の
輝
し
き
新
春
を
迎
件
の
火
災
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
出
初
式
を
契
機
に
更
に
決

え
恒
例
の
勝
浦
町
消
防
団
出
初
式
い
ず
れ
も
消
防
団
員
の
的
確
な
る
消
意
を
新
た
に
し
、
町
民
の
皆
様
方

引

に
当
り
、
町
民
の
皆
様
並
び
に
消
火
活
動
に
依
り
そ
の
被
害
を
最
少
の
ご
期
待
と
信
頼
に
こ
た
え
る
べ

…

防
団
員
の
諸
君
に
心
か
ら
お
よ
ろ
限
度
に
食
い
止
め
る
事
が
で
き
た
く
尚
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い

一

こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
と
は
、
日
頃
の
消
防
に
対
す
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
町 

…

昨
年
の
本
町
の
災
害
を
振
り
返
る
熱
意
と
訓
練
の
賜
物
と
し
て
深
民
の
皆
様
、
今
後
共
温
か
い
ご
支

っ
て
み
ま
す
と
、
建
物
火
災
が

く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
援
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
わ
願

一

一
件
と
林
野
火
災
が

一
件
の
計
こ

り
ま
す
。

い
申
し
上
げ
ま
す
。

…

……一↓↓『

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

一
月
一
日
付
け
で
次
の
方
々
が

入
団
さ
れ
ま
し
た
。
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A

4
大
健
闘
で
コ
ー
ル
す
る
勝
浦
郡
チ
ー
ム

i

位
の
チ 

ム
と
三
十
三
秒
差

と
肉
薄
す
る
大
健
闘
ぶ
り
で
、

若
手
選
手
の
活
躍
な
ど
、
来

年
度
の
更
な
る
期
待
が
持
た

れ
ま
す
。

な
お
今
大
会
に
際
し
、
ご

支
援
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た

関
係
者
の
方
々
は
じ
め
、
沿

道
各
所
で
ご
声
援
下
さ
い
ま

し
た
町
民
の
皆
様
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

「後
は
ま
か
せ
た
/」
と
タ
ス
キ
の
リ
レ
ー
を
す
る
。

ガ
シ
バ
ル
グ
勝
浦
レ
デ
ィ
ー
ス


大
健
闘

総
合
口
位
グ

ー
四
国
大
会
f¥

け、

11 

昨
年
十
二
月
徳

島
県
綱
引
選
手
権

大
会
が
、
男
女
四

十
六
チ
ー
ム
の
参

加
に
よ
り
、
鳴
門

県
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
が
、
惜
し
く
も 

二
で
敗
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
に
終
り
ま
し
た
が
、
徳
島
県
の
推
選
を
う

し順一 三 目初 し大三四|大きさ
た位位位十日勝た会キ十ム会こわ新
。をとで位十浦 。にロ区のはんや春

一 一、通、一郡 幕、聞大、だかの
時つ昨算最位チ を 三二 健勝徳な阿
は上年順終、�  l 閉日七闘浦島風波
、げよ位日 二 ム じ間五で郡駅を路

九まり十十日は まの・ 、チ伝日欠に

凶;

体 j


O

|

女
子
の
部
に
お
い
て
、
勝
浦
レ
デ
ィ
ー
ス
(
元
棚

野
綱
引
ク
ラ
ブ
)
が
大
健
闘
し
、
決
勝
戦
へ
進
出
。

決
勝
戦
は
大
塚
う
ず
し
お
レ
デ
ィ
ー

ス
と
対
戦
し
ま

三
月
に
愛
媛
県
西
条
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
四
国

綱
引
選
手
権
大
会

へ
の
出
場
が
決
り
ま
し
た
。

四
国
大
会
に
お
い
て
も
、
勝
浦
レ
デ
ィ
ー

ス
が
大

クi
 
m 〆

~ 

浦浦浦浦浦浦浦�  φ

品島
員

E型空ZZZE //
有

; 
ど

健
闘
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
い
た
し
ま
す
。

QQ者; 
2 言発;

乙主主� 3

ノ』
~~ ~ 
十人� 2
./ー さ
!l4 
三:::J ~
~重量 E
官事電� 

広
報
か
つ
や
つ
ら
十
二

月
号
掲
載
の
国
体
ク

イ
ズ

に
多
数
ご
応
募

い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
体
ク
イ
ズ
の
答

え
は
「
フ
ァ
イ
ト
す

だ
ち
く
ん
」
で
し
た
。

応
募
者
の
中
か
ら
抽

選
の
結
果
、
次
の
方

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 
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呂
田
町 
ω
鐙
幻

文
化
伝
承
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
る
/

春

笑


い
寄
席


テ
レ
ビ
の
番
組

『笑
点
』
で
お
な

じ
み
の
桂
歌
丸
さ
ん
、
林
家
木
久
蔵

さ
ん
、
三
遊
亭
小
遊
三
さ
ん
、
林
家

き
く
兵
衛
さ
ん
の
四
人
を
迎
え

『か

つ
う
ら
春
笑
い
寄
席
」
を
開
催
し
ま

す
の
で
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

-

と

き

平
成
五
年
二
月
二
四
日
嗣

開

場

午

後

五

時

三

0
分

間

演

午

後

六

時


-
と
こ
ろ


農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
大
ホ 

ル


.
入
場
料


無
料
(
た
だ
し
入
場
整
理
券
が
必
要
)


.
入
場
整
理
券
の
申
し
込
み
方
法
等


①
入
場
資
格
者


。
勝
浦
町
内
住
所
を
有
す
る
方


②
入
場
許
可
予
定
人
員

。
四 
O
O
人

③
申
し
込
み
期
間
等

⑧@①④ 

l

回
デ
コ
の
コ
ー
ナ
ー
係
の
二
人
の
日
本
人
女
子
大
生
の

通
訳
で
人
形
の
説
明
や
芝
居
の
あ
ら
筋
を
解
説
し
て
開

幕
す
る
。
出
発
前
幾
晩
も
座
長
の
倉
橋
春
一
氏
か
ら
特

訓
を
受
け
、
頑
張
っ
て
こ
い
と
励
ま
さ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
す
と
一
層
気
が
引
き
し
ま
る
。
上
演
し
た
芸
題
は

阿
波
鳴
順
礼
歌
の
段
と
大
功
記
尼
ケ
崎
の
段
の
二
題
で
、

一
日
五
、
六
回
上
演
し
た
。
観
客
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国

人
で
、
言
葉
や
、
芝
居
の
意
味
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う

が
人
形
の
一
動
、
一
態
に
熱
心
に
見
入
り
写
真
を
写
る
。

順
礼
歌
の
段
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
で
は
涙
ぐ
む
日
系
人

ら
し
い
御
婦
人
も
い
た
。
幕
が
お
り
で
も
大
勢
の
移
住

l
者
や
二
世
、
日
本
人
観
光
客
の
人
々
が
つ
め
か
け
な
つ

か
し
が
り
大
切
な
民
族
芸
能
の
継
承
保
護
を
と
励
ま
さ

れ
る
。
こ
れ
に
応
え
て
私
た
ち
も
人
形
を
持
っ
て
客
席

に
出
て
記
念
写
真
な
ど
写
り
合
い
乍
ら
な
ご
や
か
な
時

を
過
し
た
。
こ
う
し
て
歓
迎
さ
れ
無
事
に
公
演
を
終
了

出
来
た
事
を
喜
び
合

っ
た
。

こ
の
よ
ろ
こ
び
と
初
め
て
来
て
見
た
外
国
の
色
々
な

事
が
入
り
乱
れ
て
興
奮
の
さ
め
ぬ
ま
ま
ジ
ャ
ン
ボ
機
の

l
a
-
-

シ 

ト
に
も
た
れ
た
が
舞
台
の
情
影
が
脆
か
ら
離
れ
な


い
、
大
切
な
民
族
文
化
や
芸
能
を
絶
や
さ
ず
守
り
続
け


て
と
云
っ
て
い
た
人
々
の
顔
が
・ 

色
々
思
い
め
ぐ
ら


し
て
い
る
聞
に
い
つ
し
か
ジ
ェ
ッ
ト
機
は
日
付
変
更
線


を
過
ぎ
て
い
た
、
窓
か
ら
見
お
ろ
す
と
綿
の
様
な
雲
が


キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
ま
ぶ
し
か
っ
た
。

み
の
こ
と


私
た
ち
勝
浦
座
は
今
後
更
に
努
力
し
練
習
を
重
ね
て

申
し
込
み
者
が
多
数
の
場
合
は

皆
様
方
に
鑑
て
項
き
少
し
で
も
町
の
た
め
に
役
立
ち
た

一
一
月
一 

ま
で
の
申
し
込
み

い
と
思
う
。
町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
暖
か
い
御

の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
決
定
し

支
援
を
お
願
い
し
つ
つ
。

ま
す
。(
抽
選
結
果
に
つ
い
て
は
、

本
人
に
通
知
し
ま
す
。
)

O
B

④
申
し
込
み
先

往
復
は
が
き
で
勝
浦
町
教
育
委

員
会
事
務
局
へ
(
往
復
は
が
き

一
枚
で
入
場
整
理
券
の
請
求
は

一
枚
で
す
。
)

〈
は
が
き
の
記
載
要
領
〉

か
つ
う
ら
春
笑
い
寄
席
の

入
場
整
理
券
を
申
し
込
み
ま
す
。

氏
名

電
話
番
号

住

所


P
O

U
S
J
A
P
A
N
-
E
X

私
達
勝
浦
座
は
、
昨
年
十
一
月
二
十
七
・
八
・
九
の

三
日
間
、
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
の
近
郊
で
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
の
あ
る
町
、
ア
ナ
ハ
イ
ム
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
た
「

幻
」
に
招
か
れ
阿
波
人
形
芝
居
を
公
演
し
た
。
日

本
の
文
化
や
伝
統
芸
能
を
広
く
ア
メ
リ
カ
に
紹
介
す
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
私
達
の
団
長
と
し
て
お
世
話
し
て
下

さ
っ
た
の
は
徳
島
市
の
東
円
勉
氏
で
、
彼
自
身
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
デ
コ
頭
を
展
示
、
製
作
実
演
し
た
。

勝
浦
座
か
ら
は
七
名
が
参
加
し
た
が
、
そ
の
会
場
の

建
物
の
大
き
さ
に
は
一
同
び
っ
く
り
。
広
い
場
内
に
は

日
本
各
地
の
数
々
の
伝
統
工
芸
品
や
食
べ
物
、
自
動
車

に
至
る
ま
で
所
せ
ま
し
と
並
ぶ
。
そ
の
中
の
一
角
に
デ

コ
展
示
コ
ー
ナ
ー
と
人
形
舞
台
が
あ
っ
た
。
阿
波
人
形

芝
居
の
の
ぼ
り
、
祭
り
ち
ょ
う
ち
ん
、
勝
浦
座
を
染
め

抜
い
た
の
れ
ん
や
幕
で
飾
ら
れ
た
舞
台
が
日
本
物
産
展

の
雰
囲
気
を
一
層
盛
り
立
て
て
い
た
。
二
十
七
日
正
午

に
イ
ベ
ン
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
、
広
い
場
内
に
浄
瑠
璃
の

三
味
と
開
演
を
告
げ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
響
く
と
、
ア

ッ

と
言
う
聞
に
舞
台
前
は
観
客
で
一
ぱ
い
に
な
っ
た
。
毎

往
復
は
が
き
に
よ
り
平
成
五
年

一一
月
一
日
側
か
ら
平
成
五
年
二

日

(
二
月
一 

日
の
消

印
ま
で
有
効
)
ま
で
に
申
し
込

O

O

月
一 

勝
浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田

勝
浦
町
教
育
委
員
会
内

か
つ
う
ら
春
笑
い
寄
席

企
画
担
当
係
行

勝
浦
座

裕
美

回回回目回

数� 
JII 

日
 
Illo1MI 

国

MUS04
テキストボックス
勝浦座ロス講演
民族文化伝承の大切さを教えられる

MUS04
テキストボックス
かつうら

春笑い寄席



盛会

文
化
意
識
の
高
揚
に
と
、
第

十
八
回
勝
浦
町
芸
術
祭
が
一
月

十
六
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、
住

民
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
図
書
館
で

開
催
さ
れ
た
。

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
手
工

芸
な
ど
の
美
術
作
品
、
俳
句
、

短
歌
な
ど
の
文
芸
作
品
、
生
花

お
よ
び
リ
フ
ォ
ム
な
ど
の
作

口四七 

O
O点
が
展
示
さ
れ
、
ま

た
、
シ
イ
タ
ケ
を
使
っ
た
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
、
国
体 
P
R
コ
ー

ナ
ー
、
婦
人
会
の
バ
ザ
ー
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ

た
。
ま
ん
が
ク
ラ
ブ
の
似
顔
絵

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
描
か
れ
た
自

分
の
似
顔
絵
に
喜
ぶ
子
供
達
が

印
象
的
で
し
た
。

力作がずらり.ゲ 
700点

勝浦町芸術祭

MUS04
テキストボックス
第18回　勝浦町芸術祭

MUS04
テキストボックス
力作がずらり　７００点
勝浦超芸術祭　盛会

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



回
邑
回
開
目
。 

ω


O 嵐
の
中
に
咲
い
た
花

原

田

美

(
青
い
目
の
人
形
ア
リ
ス
ち
ゃ
ん
の

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
物
語
)

〈主
な
登
場
人
物
〉 

ギ
ュ 

H
H

に
よ
る
米
価
低
落
、
ま
ゆ
暴
落
、
小

作
争
議
な
ど
暗
雲
が
漂
う
中
、
ア
リ

ス
ち
ゃ
ん
の
来
日
は
村
の
人
々
に
と

っ
て
闇
夜
の
灯
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
村
中
あ
げ
て
の
歓
迎
式
が
盛
大

に
行
な
わ
れ
た
。 

校
長
の
時
代
は

校
長
が
父
親
が
わ
り
と
な
り
大
事
に

さ
れ
た
が
戦
火
が
激
し
く
な
る
に
つ

れ
敵
国
の
人
形
は
け
し
か
ら
ん
と
い

Y

う
こ
と
に
な
り
、
校
長
が
代
る
ご
と

に
風
当
た
り
も
強
く
な
る
ば
か
り
、

将
校
や
特
高
警
察
な
ど
関
係
機
関
の

神
社
の
一
人
娘
。
実
名 

故
阿
部

再
三
の
捜
査
に
も
屈
せ
ず
そ
の
都
度

ア
リ
ス
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
に
母
親

が
わ
り
の
正
子
先
生
は
必
死
に
な
っ

て
守
り
と
お
し
た
。
他
校
で
は
文
部

省
の
通
達
で
人
形
の
処
分
が
行
な
わ

れ
た
と
い
う
。

(
そ
の
こ

勝
浦
町
読
書
振
興
協
議
会


会

長

仲

野

英

正


勝
浦
町
芸
術
察


第
二
会
場
も
連
日
盛
況


一
月
十
六
・
十
七
日
の
両
日
、
す

で
に
恒
例
の
行
事
と
し
て
定
着
し
た

感
さ
え
す
る
勝
浦
町
芸
術
察
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
第
二
会
場
の
図
書

著

l
リ
ッ
ク
博
士 
H
H
キ
リ
ス
ト

教
の
宣
教
師
。
二
十
五
年
日
本
に

在
住
、
京
都
大
学
、
同
志
社
大
学

O

l

阿
川
正
子
先
生 

徳
島
女
子
師
範

に
勤
務

学
校
卒
、
津
田
塾
に
学
ぶ
、
二
百

ミ
ツ
エ
先
生
、
こ
の
物
語
の
主
役

食
神
山
尋
常
小
学
校 
1
現
在
の
神
領

小
学
校

昭
和
二
年
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
人

俳
斥
が
広
が
っ
て
い
た
時
、
博
士
は

事
態
を
憂
い
雅
や
か
な
日
本
の
ひ
な

祭
り
の
話
を
し
て
日
本
人
は
礼
儀
正

し
く
や
さ
し
い
人
た
ち
で
す
。
ひ
な

祭
り
に
ア
メ
リ
カ
の
人
形
を
参
加
さ

せ
よ
う
で
は
な
い
か
と
呼
び
か
け
ら

れ
た
。
そ
れ
が
実
を
結
び
日
本
へ
一

万
二
千
体
余
の
人
形
が
贈
ら
れ
て
き

た
。
徳
島
へ
は
一
一
九
体
が
割
当
て

ら
れ
千
秋
閣
で
交
付
式
が
行
な
わ
れ
、

県
下
の
小
学
校
に
交
付
さ
れ
た
横
瀬

小
学
校
に
も
き
た
そ
う
で
す
。
当
時

の
圏
内
は
金
融
恐
慌
、
外
米
の
輸
入

館
に
お
い
て
も
前
日
早
朝
か
ら
夜
遅
く

ま
で
飾
り
つ
け
が
行
わ
れ
、
小
中
学

生
の
絵
画
・
書
道
二
一
九
名
、
紙
粘

土
作
品
、
未
生
流
、
嵯
峨
御
流
な
ど

の
生
花
四
六
名
の
出
品
で
日
頃
殺
風

景
な
図
書
館
も
芸
術
の
館
に
一
変
し

た
。
当
日
の
観
客
も
、
五
三
八
名
と

終
日
賑
わ
い
を
見
せ
、
多
忙
な
日
々

の
生
活
に
一
服
の
や
す
ら
ぎ
と
高
度

な
芸
術
が
投
げ
か
け
て
く
る
美
の
感

動
に
久
し
く
忘
れ
て
い
た
陶
酔
を
呼

び
返
す
こ
と
が
出
来
た
。 

勝
浦
町
読
書
振
興
協
議
会
は
、
昨

年
の
鶴
林
寺
、
立
川
探
訪
に
続
い
て

一
月
二
十
二
日
徳
島
城
博
物
館
、十
郎

兵
衛
屋
敷
、
墓
所
、
処
刑
跡
を
尋
ね

た
。
計
画
当
初
は
参
加
者
が
集
ま
る

か
ど
う
か
案
じ
ら
れ
た
が
、
運
よ
く

伊
達
正
宗
の
特
別
展
示
と
重
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
締
切
日
の
十
五
日
に

は
定
員
を
越
す
会
員
の
申
し
込
み
に

頭
を
痛
め
る
程
の
盛
況
、
折
角
の
参

加
申
し
込
み
項
い
た
会
員
の
方
々
に

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
定
員
の
た
め
お
断

り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
協
力

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
お
詫
び
致
し

ま

す

。

(

事

務

局

)

日

プ
ー
さ
ん
の
メ
リ
ー

ク
リ

ス
マ
ス

幻

日

ま

い

ご

の
ス
パ
ン
キ
l

日
曜
こ
ど
も
映
画
会

7
日
エ
イ
リ
ア
ン
を
さ
が
せ 

を

救
え

女
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

9
日

お

日

食
休
館
日

-RH 一
一
月
の
行
事
と
休
館
日

ームロ 

u 

8 
日 

15 
日 

22 

h
F

日 

紙
粘
土
展

m

日

回

MUS04
テキストボックス
図書館だより

MUS04
テキストボックス
史跡探訪の旅

MUS04
テキストボックス
二月の行事と休館日



かたりあうページ
花
嫁遺ほ

人
の
友
達
が
阪
神
間
や
和
歌
山
か
ら

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

い
ず
れ
も
大

学
時
代
や
そ
の
後
の
ス
ポ
ー
ツ
仲
間

だ

っ
た
。
葬
式
が
す
ん
で
か
ら
も
四

国
や
岡
山
か
ら
友
達
が
訪
ね
て
く
る
。

友
情
と
は
何
な
の
か
。
愛
と
は
何
な

の
か
。
ひ
と
か
ど
に
愛
の
道
を
人
に

説
い
て
来
た
私
に
果
た
し
て
そ
れ
が

出
来
る
の
か
。
愛
と
は
人
に
説
く
こ

と
で
は
な
く
行
う
こ
と
な
の
だ
。
そ

れ
を
私
は
教
え
ら
れ
た
。

人
の
命
に
は
限
り
が
あ
る

娘
の
絶
筆
で
あ
る
。
「
今
、
光
っ
て

い
た
い
」
の
思
い
を
遺
し
て
娘
は
還

ら
ぬ
人
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
朝
夕

仏
壇
に
合
掌
す
る
度
に
、
唱
え
る
べ

き
お
経
を
知
ら
な
い
私
は
こ
の
詩
を

口
ず
さ
む
。

い
つ
の
間
に
か
フ
シ
の

つ
く
よ
う
に
な

っ
た
詩
を
口
ず
さ
み

な
が
ら
、
私
は
水
平
社
宣
言
の
さ
い

ご
に
あ
る
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人

間
に
光
あ
れ
」
の
西
光
万
吉
の
言
葉

と
が
重
な
り
合
っ
て
今
日
も 

い
過
ご
し
て
い
た
自
分
が
恥
ず
か
し

か
っ
た
。
こ
ん
な
お
父
さ
ん
や
彼
だ

か
ら
こ
そ
「
わ
た
し
部
落
の
生
ま
れ

な
ん
よ
己
と
重
い
こ
と
ば
を
打
ち
あ

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
「こ

れ
か
ら
も
息
子
を
お
宅
の
家
族
の
一

員
に
加
え
て
お
付
き
合
い
さ
せ
て
く

だ
さ
い
叫
と
お
父
さ
ん
は
お

っ
し
ゃ

っ
ι~
。

お
盆
休
み
の
休
暇
が
き
れ
、
い
く

ら
勧
め
て
も
彼
は
職
場
に
帰
ろ
う
と

し
な
か

っ
た
。
疲
れ
は
て
た
妻
の
肩

を
も
み
私
に
濡
れ
タ
オ
ル
を
絞
り
、

買
物
や
電
話
の
応
対
や
遺
体
の
確
認

に
奔
走
し
た
。

四
十
九
日
が
す
ん
で
か
ら
彼
は
半

畳
分
も
あ
る
大
き
な
娘
の
商
像
画
を

持

っ
て
来
た
。
娘
の
面
影
が
鮮
や
か

に
描
か
れ
て
い
た
。
「
仕
事
の
合
間
に

毎
晩
絵
筆
を
と
る
間
だ
け
が
心
安
ま

る
時
な
ん
で
す
。
愛
子
さ
ん
に
会
い

た
く
な
れ
ば
こ
の
絵
を
見
に
来
ま
す
己

と
。
四
十
九
日
を
一
つ
の
区
切
り
に

思
い
を
絶
ち
切
ら
せ
た
い
と
願

っ
た

私
だ

っ
た
の
だ
が
。

十
一
月
の
連
休
に
彼
は
泊
ま
り
が

け
で
や

っ
て
来
た
。
生
ま
れ
て
初
め

て
の
稲
刈
り
や
脱
穀
を
手
伝

っ
て
く

れ
た
。
「
こ
れ
で
来
年
田
植
え
を
す
れ

ば
僕
も

一
か
ど
の
お
百
姓
さ
ん
に
な

れ
ま
す
か
ね
。
」
と
も
言

っ
た
。
あ
れ

か
ら
数
ヶ
月
、
や
が
て
そ
の
田
植
期

が
や

っ
て
く
る
。

遺
体
の
見
つ
か
る
迄
の
一
週
間
、

娘
が
神
戸
を
発
つ
時
の
服
装
や
持
ち

物
、
歯
形
な
ど
の
情
報
を
持

っ
て
数

『
娘
の
遺
し
て
く
れ
た
も
の
』


高
崎
の
地
で
茶
毘
に
ふ
し
た
。
来
春

蔚包

の
結
婚
に
夢
み
た
で
あ
ろ
う
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
ド
レ

ス
を
着
せ
、
好
き
だ

っ

骨ね茶だの
なを毘ぴ衣
ど抱に裳 田
微ほきふを
笑ほてせ着 中
え しせ
めて
る

h

hw

Av
h
-

，レ
ナ
八
手1
'入
。

た
テ

ニ
ス

の
ボ
ー
ル
を
左
手
に
握
ら

せ
て 
1111
 
0

一
条
の
煙
台
共
に
白
骨
と
化
し
た

そ
の
遺
骨
を
抱
き
し
め
た
時
、
と
め

ど
な
く
流
れ
る
涙
と
共
に
「
ょ
う
帰

だ
か
ら
自
分
の
思
う
よ
う
に
生
き

た
い

人
は
軽
く
、
十
年
先
、
二
十
年
先

を
口
に
す
る
け
れ
ど

そ
の
と
き
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば

今
、
光

っ
て
い
た
い

…

平
成 
5
年
4
月
1
日
か
ら 

…
ゼ

電
波
法
の
一
部
改
正
(
平
成
四
年
五
月
二
十
九
日
可
決

・
成
立
、
…

。

特

っ
て
き
た
の
う
己
と
思
わ
ず
ほ
ほ
え

一
緒
に
同
道
し
た
婚
約
者
の
姿
が

い
じ
ら
し
か
っ
た
。
彼
は
こ
の
事
故

の
一
ヶ
月
ほ
ど
前
に
「
愛
子
さ
ん
と

の
結
婚
を
認
め
て
く
だ
さ
い 
ω

と
わ

昭
和
六
十
年
八
月
十
二
日
、
娘
が

日
航
機
墜
落
事
故
で
遭
難
し
た
。
娘

は
体
育
の
教
師
を
し
て
い
た
。
御
巣

鷹
山
の
山
奥
で
傷
が
あ
れ
ば
自
分
で

止
血
し
、
夜
露
を
飲
ん
で
で
も
必
ず

生
き
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う

信
じ
て
現
地
へ
馳
け
つ
け
た
。
事
故

は
凄
惨
を
極
め
想
像
を
絶
し
て
い
た
。

バ
ラ
バ
ラ
遺
体
の
中
を
気
が
狂

っ
た

よ
う
に
捜
し
求
め
て
わ
が
子
に
や

っ

と
巡
り
合
え
た
の
は
七
日
目
で
あ

っ

た
。

「
ど
ん
な
に
変
わ
り
果
て
た
姿
で

あ
ろ
う
と
、
せ
め
て

一
晩
わ
が
家
の

畳
の
上
に
寝
か
せ
て
か
ら
葬

っ
て
や

り
た
い
己
と
い
う
妻
を
説
い
て
遠
い

が
家
を
訪
れ
た
。
「
う
ち
は
同
和
地
区

で
す
よ
己
「
愛
子
さ
ん
か
ら
聞
い
て

い
ま
す
。
両
親
が
お
盆
に
お
願
い
に

来
る
筈
で
す
己
こ
れ
が
彼
と
交
わ
し

た
最
初
の
会
話
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
奇
し
く
も
遺
体
収
容
の

藤
岡
市
の
体
育
館
で
両
家
の
親
が
対

面
し
た
。
私
が
同
和
問
題
に
触
れ
た

時
、
お
父
さ
ん
は
「
私
は
教
師
で
す
。

少
な
く
と
も
人
さ
ま
に
平
等
を
説
く

人
間
と
し
て
自
分
を
偽
る
よ
う
な
こ

と
を
よ
う
し
ま
せ
ん
己
と
い
わ
れ
た
。

私
は
返
す
言
葉
も
な
か

っ
た
。

娘
の
縁
談
を
聞
い
た
時
「
そ
れ
で

も
親
戚
の
中
に
は
反
対
の
人
が
い
る

か
も
己
と
か
「
娘
が
先
々
思
い
悩
む

の
で
は
己
と
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
思

電
波
利
用
料
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す

日刊

六
月
五
日
公
布
)
に
よ
り
、
無
線
局
の
免
許
を
お
持
ち
の
皆
様
に

は
、
毎
年
一
定
の
電
波
利
用
料
を
固
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す

の命

島

市

均

一

訪

問

鰍

民

匙

一

駅

ぺ

一

時
内
湖
謹
一

M
F

電
波
利
用
料
制
度
は
、
電
波
行
政
事
務
の
機
械

¥
泣
化
や
電
波
監
視
施
設
の
整
備
等
に
要
す
る
経
費

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

時

電
波
利
用
料
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

ゆ

。

… 

O O
に
つ
い
て
、
免
許
人
の
皆
様
に
一
定
の
負
担
を

1
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-

俳

句

初
笑
ひ
元
気
な
母
の
笑
ひ
声

今
年
こ
そ
こ
そ
は
こ
そ
は
と
初
詣

掛

谷

駒

津

光

洋

畑
熱
く
し
て
老
夫
婦
夜
の
更
く
る

初
夢
は
た
し
か
に
見
し
が
み
な
忘
る

掛

谷

斎

藤

重

子

岸
の
梅
遠
嶺
は
臼
き
輝
き
に

風
の
出
て
早
春
の
庭
掃
き
終
え
ず

沼
江
中
井
清
二
郎

水
仙
の
香
り
ほ
の
か
に
匂
う
朝

寒
い
朝
水
仙
い
け
て
春
を
ま

つ

星

谷

上

岡

久

子

薬
師
庵
銀
杏
落
葉
で
庭
埋
む

ま
だ
生
き
る
希
望
を
も
や
す
喜
寿
の

春

棚

野

谷

新

太

郎

元
日
一
や
朝
日
ま
ぶ
し
き
峯
の
松

国
体
に
一
番
役
者
ス
ダ
チ
君

棚
野

幸
山

美

好

来
年
も
健
や
か
な
れ
と
除
夜
の
鐘

火
の
用
心
さ
け
ぶ
消
防
感
謝
し
て

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

介
護
婦
の
鋭
い
言
葉
寒
木
立
ち

特
老
の
庭
に
一
本
寒
椿

喜
楽
苑

後
藤
田
泰
吾

紙
袋
手
に
手
に
重
し
年
の
暮
れ

立

川

堀

梅

子

足
早
に
人
の
立
ち
去
り
年
の
暮

雪
雲
を
映
し
て
白
し
冬
の
川

横
瀬
日
下
智
世
子

寒
菊
ゃ
い
の
ち
水
替
え
妻
が
い
て

水
鳥
は
波
紋
残
し
て
飛
び
回
る

横

瀬

錦

内

常

一

都
く
も
温
も
り
の
あ
る
年
賀
状

ピ
ラ
カ
ン
サ
色
鮮
や
か
に
明
け
に
け

り

横

瀬

林

と

み

え

流
れ
行
く
雲
の
ゆ
く
え
や
年
新
ら
た

新
玉
の
大
い
な
る
陽
を
拝
し
け
り

生

名

滝

口

松

月

一
す
じ
の
道
の
明
る
さ
梅
ひ
ら
く

鍋
料
理
夜
は
奥
津
城
に
風
突
い
て

生

名

丸

山

香

月

橋
詰
め
に
模
擬
鳥
の
出
て
お
元
日

女
湯
に
笑
い
も
聞
こ
え
は
や
二
日

生

名

石

田

白

萩

初
花
に
手
を
さ
し
の
べ
て
し
だ
れ
梅

春
立
つ
や
乙
女
心
に
芽
ぶ
く
も
の

生

名

倉

橋

テ

ル

⑧
⑮
⑨
⑧
⑧
⑧


宛
先

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

T
E
L
O
四
五
八
三

一
一
月
五
日
〆
切
短
歌
一
人
一
首

三
月
五
日
〆
切
川
柳
一
人
一
句

※
作
品
の
す
べ
て
は
原
稿
の
ま
ま
掲

載
し
て
い
ま
す
。
選

・
添
削
は
一
切

い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

詩
の
こ
み
ち

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
募
集

あ
て
先
横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

短
歌
一
人
一
首

川
柳
一
人
一
句

あ
て
先

中

角

豊

田

明

〆
切

俳
句
一
人
二
句

い
ず
れ
も
二
月
二
十
日

4
拍
手
に
こ
た
え
る
ハ
レ
�
 ス
ト
リ
ン
グ
・
ク
ァ
ル
テ
ッ
ト

l

平成4年度 寝耳惹「弘義之る~

個人向け融資 クラシックのハーモニー

~第4回は 1月25日(月)より受付開始~

1. 受付期間

①マイホーム新築 

日
本
、
世
界
を

舞
台
に
活
躍
の
弦

楽
四
重
奏
、
ハ
レ

ー
ス
ト
リ
ン
グ
・

ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
勝

浦
町
公
演
が
一
月

六
日
に
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
文
化
振

興
基
金
の
ご
配
慮
・

ご
援
助
を
項
き
、

井
戸
端
塾
で
運
営

を
引
き
受
け
ま
し

た
が
、
格
調
高

い
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
言
う
こ
と
で
心
配

を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
本
格

的
な
音
楽
・
文
化
を
聴
き
た
い
と
言

う
熱
意
、
ま
た
、
町
外
か
ら
も
、
最

初
で
最
後
か
も
し
れ
な
い
ハ
レ
�
 の

県
内
公
演
に
熱
烈
な
フ
ァ
ン
も
ド
ッ

ト
参
加
し
、
当
日
三
百
五
十
人
の
満

席
と
な
り
、
静
寂
の
な
か
、
弦
楽
器

の
演
奏
に
酔
い
し
れ
、
万
雷
の
拍
手

の
な
か
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
文
化
の
振
興
・
向
上
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

l

主

催

勝

浦

町
井
戸
端
塾

後
援
勝
浦
町
教
育
委
員
会

1月25日(月)より 3月12日制まで

②建売住宅購入

平成 5年 3月19日(釦まで(継続受付中)

③中古住宅購入 ・リフ ォーム

平成 5年 3月19日働まで(継続受付中) 

2.融資額

①マイホーム新築 ・建売住宅購入・中古住宅購入

新築 ・購入する住宅の条件等により異なります。

②リフォーム :最高 510万円 (工事費の 8割以内)


(それぞれに特別加算額もあります)
 

3.金利(年)

(1月下旬に下記のように改正される予定です)

①マイホーム新築 ・建売住宅購入・中古住宅購入


(マンション) :4.45% ~5 .0% 


②中古住宅購入(1戸建て等)・ 1)フォーム 

:4.75%~5 . 0% 

③特別加算額 :5.1% 

4.その他

詳しくは住宅金融公庫四国支庖(宮0878-25-0511)、

または住宅金融公庫業務取扱庖までお問い合わせく

ださい。

国

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
住宅金融公庫　　平成4年度個人向け融資

第4回は1月25日（月）より受付開始

MUS04
テキストボックス
新春に奏でる
クラシックのハーモニー



勝浦中 3年

っ
と
る
か
。」

代石 尾

¥J 

と
、
聞
い
て
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
、

「
知
ら
ん
。
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
働
い
た
お
金

住
民
税
・
所
得
税
の
確
定
申
告
は


正
し
く
期
限
内
に
グ


朋

を
税
金
ゃ
い
う
名
前
で
持

っ
て
い

っ
て
ノ
税
金
や
知

「
そ
れ
は
ち
が
う
。
ほ
れ
、
あ
の
図
書
館
は
、
お
父

さ
ん
や 

お
母
さ
ん
、
他
に
も
働
い
た
人
の
税
金
で
建

て
ら
れ
た
ん
ぞ
。
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
ほ
れ
に

お
前
が
納
め
た
税
金
が
、
図
書
館
や
老
人
ホ 

h

ム
に

l

-
期
間

2
月
刊
日
1
3
月
日
日 

住
民
税

・
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

自
ら
の
正
し
い
記
帳
に
基
づ
い
て
、

一
年
間
の
所
得
を
計
算
し
適
正
な
申

告
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
申
告
を
し
な
か

っ
た
り
、
誤

っ
た

申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税

金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
正
し

く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

所
得
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

-
平
成
四
年
中
に
事
業
所
得
や
不
動

産
所
得
・
譲
渡
所
得
(
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
場
合
)
な
ど
の
所
得

が
あ
る
人
。

-
給
与
所
得
者
は
年
末
調
整
で
そ
の

年
の
納
税
が
完
了
し
ま
す
の
で
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
人
は

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ら
ん
。」

と
答
え
ま
し
た
。
す
る
と
父
は
、

作文シリーズ ②

l

私
が
住
ん
で
い
る
町
に
は
、
税
金
で
つ
く
ら
れ
た

姿
を
変
え
て
、
町
民
の
み
ん
な
に
役
立
つ
と
ん
ぞ
。
」

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

つ
い
最
近
建
て
ら
れ

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
私
は
、
な
ん

た
「
喜
楽
苑
」
も
そ
の

一
つ
で
す
。
喜
楽
苑
と
い
う

て
大
き
な
感
ち
が
い
を
し
て
い
た
ん
だ
と
反
省
を
し

の
は
老
人
ホ 

ム
の
名
前
で
す
。

た
の
と
同
時
に
、
私
の
身
の
周
り
に
税
で
つ
く
ら
れ

私
は
毎
朝
夕
喜
楽
苑
の
前
を
通
学
す
る
の
で
、
毎

て
い
る
も
の
は
な
い
か
と
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り

日
の
行
事
が
目
に
止
ま
り
ま
す
。
こ
の
間
の
七
月
七

ま
し
た
。
す
る
と
、
数
え
き
れ
な
い
程
の
も
の
が
税

日
の
夕
方
六
時
頃
、
た
ん
ざ
く
や
い
ろ
い
ろ
な
飾
り

金
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
達
中
学
生
が
事
故
を

を
つ
け
た
さ
さ
の
葉
を
持

っ
た
老
人
た
ち
が
外
に
出

お
こ
さ
な
い
よ
う
に
と
作

っ
て
く
れ
た
サ
イ
ク
リ
ン

て
、
歌
を
歌

っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
喜
楽

グ
ロ
ー
ド'---
。
そ
し
て
新
し
く
開
通
し
た
新
坂
本
ト
ン

苑
に
来
る
ま
で
、
笑
顔
を
忘
れ
て
い
た
老
人
た
ち
が

ネ
ル
、
図
書
館
。
こ
う
し
て
み
て
み
る
と
税
は
あ
ら

笑

っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
感
動
の
あ

ゆ
る
も
の
に
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
よ
く
考
え
て
み

ま
り
そ
の
場
か
ら
足
が
動
か
ず
、
ず

っ
と
老
人
達
の

る
と
、
税
は
私
達
の
命
を
守

っ
て
く
れ
て
、
人
々
に

笑
顔
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

笑
顔
を
与
え
る
働
き
を
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
ん
な

「
あ
あ
よ
か

っ
た
。
喜
楽
苑
が
で
き
た
か
ら
老
人
達

大
切
な
税
金
を
、
前
の
私
の
よ
う
に
納
め
る
の
は
い

は
笑
顔
を
と
り
戻
し
た
ん
だ
。
も
し
、
こ
の
建
物
が

や
だ
と
言

っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
で
も

A
7

な
か

っ
た
ら
、
老
人
達
は
笑
わ
な
い
ま

そ
れ
は
ま
ち
が
い
で
す
。
ま
ち
が
い
だ
と
気
づ
い
て


ま
だ

っ
た
だ
ろ
う
。
税
金
だ
。
税
金
が

く
だ
さ
い
。
税
金
の
お
か
げ
で
、 

私
達
の
生
活
は


役
に
立

っ
た
ん
だ
。」

便
利
に
な
り
、
豊
か
に
な

っ
た
の
で
す
か
ら
、


と
、
思
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
時
、
税

私
が
働
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
未
来
の
た
め
に
、


金
の
偉
大
さ
に
心
を
う
ば
わ
れ
ま
し
た
。

住
民
の
た
め
に
喜
ん
で
税
金
を
納
め
た
い
と
思

っ
て


あ
る
日
、
父
は
私
に
、

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
人
の
命
を
守
り
、
人
々
に

「
お
前
は
、
い
つ
も
税
金
を
納
め
る
こ

笑
顔
を
お
く
り
、
住
民
の
役
に
立
つ
た
め
に
税
と
共

と
を
快
く
思

っ
て
い
な
い
み
た
い
だ
が
、

に
歩
い
て
い
き
ま
す
。
未
来
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
今

税
金
が
ど
ん
な
働
き
を
し
よ
う
か
、
知

度
は
何
が
で
き
る
か
な
。 

給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
円
を

超
え
る
人こ

か
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
人

給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が

あ
る
人

年
末
調
整
?
扶
養
控
除
や
配
偶
者

特
別
控
除
等
を
誤

っ
て
申
告
し
て

い
た
人

な
お
、
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

給
与
所
得
者
で
も
、
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除

・
住
宅
取
得
等
特
別
控
除

な
ど
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
確
定
申

告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
え
所
得

税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
の
還
付
を


受
け
ら
れ
る
方


所
得
税
め
還
付
申
告
は
、
申
告
期

間
中
、
町
役
場
税
務
保
険
課
で
も
行

っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
申
告
者
と

も
か
さ
な
り
、
大
変
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
次
の
還
付
申
告
専
用

会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O O O
給
与
を

O

四
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こど宅の成人病 
  

両
親
が
正
常
の
血
圧

血高

親両

。コ� 
L 

ず
オ1
か

圧

、

血高

親両

σ〉� 

ず
オ1

も

圧

しミ

家

族

'/'生

四� 

四� 
% 

四

% 

J¥ 

% 血高� 

子
ど
も� 
σコ

圧

合
同
高
血
圧
や
心
臓
の
弱
い
子
ど

も
が
増
加

年
齢
が
進

む
に
つ
れ
て

血
圧
が
高
く

な
る
、
年
齢

が
若
い
ほ
ど

血
圧
は
低
い
、

と
い
う
の
が

い
ま
ま
で
の

常
識
で
し
た
。

-子ども(5歳児)の血圧の正常値� 

司自低血圧
倒冊也

13:i1冊也以下

成
人
病
は

R-習慣・
環
境
病

成
人
病
に
な


り
や
す
い
因
子


は
、
習
慣
と
環


境
と
遺
伝
と
い


わ
れ
て
い
ま
す
。


昧
つ
け
の
濃
い
も
の
や
甘

い
も
の
を
好
む
親
の
食
習
慣

の
ほ
か
に
、
運
動
不
足
な
ど

生
活
全
般
で
も
親
子
が
同
じ

行
動
を
と
り
が
ち
で
す
。
加

元
て
、
両
親
が
な
ん
ら
か
の

成
人
病
の
場
合
に
子
ど
も
も

そ
の
因
子
を
も
っ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

親
は
自
分
が
太
っ
て
い
た

り
、
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
高
か
っ
た
ら
、
子
ど
も

の
生
活
習
慣
に
十
分
気
を
付

け
、
成
人
病
予
備
軍
に
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

軍高血圧� 

l帥耐g
以上l孟
か4よりの高血圧

‘・鼠q.ifrち� 

c:::-
c 

亡二こん怠手どもはー
縄康調予備軍 一一

分
泌
さ
れ
、
ブ
ド
ウ
糖
を
処
理
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
か
え
ま
す
。

糖
質
の
食
品
を
食
べ
す
ぎ
る
と
、

代
謝
を
早
め
よ
う
と
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が

多
量
に
分
泌
さ
れ
す
ぎ
て
、
一
時
的

に
血
糖
が
下
が
り
ま
す
。
こ
れ
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
に
ま
た
食
べ
る
・:

す
い
ぞ
う

こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、
牌
臓

が
疲
れ
て
き
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
不
足

に
な
り
、
ブ
ド
ウ
糖
を
工
、
不
ル
ギ 
l

源
に
変
え
ら
れ
な
く
な
り
、
尿
に
糖

が
出
ま
す
。
こ
れ
が
成
人
型
の
糖
尿

病
で
、
甘
い
飲
み
物
、
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
の
好
き
な
現
代
っ
子
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
お

や
つ
に
も
気
く
ば
り
が
必
要
で
す
。

合
同
高
脂
血
症
の
子
ど
も
が
増
加

主

気

味

尾

崎

伊

氏
与
詮
耕
@
晴

附

M
3門
戸
刷
験
戸
前

垂割
引
小
川
〈
除
、
恥
優
位
米

と
こ
ろ
が
、
肥
満
や
動
脈
硬
化
の

子
ど
も
が
増
え
る
の
に
従
い
、
子
ど

も
の
血
圧
も
上
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

太
っ
て
く
る
と
、
過
剰
な
脂
肪
が
血

管
の
ま
わ
り
に
つ
い
て
く
る
た
め
、

血
液
を
送
る
圧
力
が
健
康
な
人
よ
り

多
く
必
要
に
な
り
、
血
圧
が
上
が
る

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
血
管
は
動
脈

硬
化
を
起
こ
す
の
も
早
く
、
心
臓
へ

の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
体
重

を
減
ら
せ
ば
血
圧
は
下
が
っ
て
き
ま

す
か
ら
、
や
せ
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

合
同
糖
尿
病
の
危
険
率
も
高
い

一� 口口1-

めをご
に食は�  
1草tべん
臓fるや
かとお
らそ菓
イ れ子
ン� A な

シをど
ユ消 糖
リ化質
ンすの
がる食

血
管
の
変
化
は
、
四

1
五
歳
の
こ

食
事
、
運
動
な
ど
に
気
を
配
り
元
気

ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
可
愛
い

い
子
ど
も
た
ち
が
成
人
病
予
備
軍
と

に
成
長
で
き
る
よ
う
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
見
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ぶ
う
。

な
ら
な
い
よ
う
に
、
肥
満
の
予
防
や

夜間救急当番表

2月� 1日 山 西医院�  2-3027 

2月� 3日 日券 浦病院�  2-2555 

2月� 5日 湯浅医院�  2-2003 

2月⑦日 勝浦病院�  2-2555 

2月� 9日 赤岩 医院�  2-2006 

2月⑪日 勝 浦病院�  2-2555 

2月� 13日 上勝診療所�  6-0302 

2月� 15日 勝浦病院�  2-2555 

2月� 17日 山 西医院�  2-3027 

2月� 19日 勝浦病院�  2-2555 

2月⑫日 湯浅医院�  2-2003 

2月� 23日 勝 浦病院�  2-2555 

2月� 25日 赤岩 医院�  2-2006 

2月� 27日 勝浦病院�  2-2555 

l

--【-一-

血
液
が
脂
っ
ぽ
く
な
っ
た
も
の
で
す
。
一』-

動
脈
硬
化
の
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
予
防
が
大

切
で
す
。
特
に
子
ど
も
に
多
い
の
が

高
脂
血
症
の
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
動

脈
硬
化
の
前
段
階
で
、
コ
レ
ス
テ
口

ル
や
中
性
脂
肪
が
血
液
に
増
え
、

血
液
検
査
を
受
け
て
健
康
状
態
を
知

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

7k.t-h"イ'-n'.ifi!Jt

(・・・子6もめ成人病lð3~イヲ・・・) 

$⑮ |
⑮。⑧⑧→⑮
大人(40代前後)に 子どもの頃の病気

なって発病するが、 が大人になっても

原因は子どもの頃 治らないでいるも

になる の

v v v 
・成人型糖尿病 ・動脈硬化症 -てんかん

・胃かいようなど ・高血圧症 ・甲状腺織能低下症

・心臓疾患なと. ・若年型糖尿病

・家族性高脂血症など

ヘ?奴?傘t 

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで

固

じま急激に増之宮わる/'

MUS04
テキストボックス
こどもの成人病　　保健婦だより



税に関する


て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
は
そ
れ
を
見
通
し
て

今
か
ら
、
対
応
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

僕
は
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
僕
た
ち
が
成
人

す
る
こ
ろ
か
ら
で
は
、
は
っ
き
り
い
っ
て
遅
す
ぎ
る

と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

は
め
ん
ど
う
く
さ
い
、
い
や
だ
な
と
思
っ
て
い

て
も
、
自
分
が
退
職
し
て
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と

き
っ
ち
り
税
を
払
っ
て
お
い
て
、
老
後
の
幸
せ
を
つ

か
む
こ
と
が
、
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
我
々

、

日
本
国
民
が
、
幸
福
に
生
き
の
び
る
た
め
、
ま
た
、

A
7

-

場

所

徳
島
市
文
化
セ
ン
タ
ー
二
階

八
八
六
)
二
五
|
四
二 

(
O

O
O

宮
-

期

間

一
一
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

0

・
た
だ
し
、
次
の
日
は
休
み
ま
す
。

日
曜
日
・
土
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

申
告
に


必
要
な
も
の


印
鑑
・
会
計
帳
簿
・
収
支
の
証
拠

書
類

・
給
与
及
び
公
的
年
金
等
支
払

報
告
書

・
生
命
保
険
料
及
び
損
害
保

険
料
払
込
証
明
書

・
医
療
費
支
払
領

収
書

・
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
書
類

後
生
の
た
め
に
、
消
費
税
と
い
う
も
の
は
必
要
な
の

で
す
。

最
近
、
僕
は
、 

P
K
O
問
題
と
税
金
と
の
か
ね
合

い
に
つ
い
て
、
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
可
決

さ
れ
た
時
の
国
際
援
助
金
と
税
金
と
の
関
係
は
、
ど

の
よ
う
に
な

っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

今
、
世
界
の
各
地
方
で
は
、
戦
争
が
あ
い
つ
い
で

お
こ
っ
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
の
派
遣
は
な
し
に
し
て

も
、
医
療
費
や
援
助
金
を
送
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
世
界
の
平
和
と
幸
福
の
た
め
に
|
|
。

今
、
僕
達
が
払
っ
て
い
る
税
金
は
、
圏
内
で
は
な

く
世
界
へ
も
進
出
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
な

に
げ
な
く
払
っ
て
い
る
消
費
税
も
、
世
界
の
人
々
の

役
に
立
つ
と
思
え
ば
安
い
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

た
と
え
自
分
は
損
な
も
の
だ
と
し
て
も
。

税
金
と
い
う
も
の
は
、
納
税
の
義
務
が
あ
る
か
ら

払
う
こ
と
じ

ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
の
す
べ
て
の
人

に
対
す
る
、
僕
た
ち
か
ら
の
お
く
り
も
の
な
の
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
僕
達
も
支
え
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

僕
は
将
来
、
目
先
の
欲
に
か
ら
れ
ず
、
ち
ゃ
ん
と

し
た
世
界
の
中
の

一
員
と
し
て
、
き
ち
ん
と
し
て
、

き
ち
ん
と
し
た
税
を
払
お
う
と
思
う
。

平成5年度住民税申告受付及び所得税納税相談日程表

月日(曜日) 該当地区 場 所 時間� 

2月� 16日伏) 棚野，立川 勝浦町役場� ( 2階会議室)� 

午� 

前� 

先� 

時� 

午� 

後� 

四� 

時� 

2月� 17日(水) 久 国 イシ イシ� 

2月� 18日(木) 生 名 イシ ク

2月� 22日(月) 坂 本 坂本集会所

2月� 23日伏) イン 勝浦郡農協坂本事業所� 

2月� 25日(木) 与川内 農村環境改善センター

2月� 26日働 横� j頼 イシ

3月� 1日(月) 中 山 中山集会所� 

3月� 2日伏) 星� 1小コー 星谷集会所� 

3月� 4 日(木) 黒 岩 勝浦会館

3月� 5日幽 中 角 農村婦人の家

3月� 8 日(月)� ~、 山 今山センター� 

3月� 9日伏) 山西，掛谷 勝浦郡農協生比奈支所

3月� 11日(木) 沼江，石原 石原集会所

3月� 12日幽 ノエ¥ IIIJ 勝浦町役場(2階会議室� ) 

3月� 15日(月� ) 。 イシ 。

徳
島
税
務
署
か
ら
所
得
申
告 

(納
税
相
談
)
に
つ
い
て
、
呼
び
出
し
を

(
注
)

受
け
て
い
る
方
は
、
二
月
十
六
日

ω、
二
月
十
七
日
側
、
二
月
十
八
日
附

に
勝
浦
町
役
場
二
階
会
議
室
で
出
張
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
指

定
さ
れ
た
日
時
を
確
認
の
う
え
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

海川雅行勝浦中3年

僕
は
今
ま
で
、
税
金
℃
つ
い
て
、
い
や
な
も
の
だ

と
か
、
う
っ
と
う
し
い
も
の
だ
な
と
か
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
父
や
母
の
話
を
聞
い
て
、
税
金
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
国
債
費
や
社
会
保
障
関
係
費
、
地
方
交
付

税
交
付
金
な
ど
、
国
民
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
面

に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
科

学
振
興
費
で
、
僕
た
ち
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
も
知
り
ま
し
た
。

学
年
が
変
わ
る
ご
と
に
く
れ
る
新
し
い
教
科
書
。

こ
れ
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
な
ん
て
全
然
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
僕
は
て
っ
き
り
、
国
が
楽
を
す
る
た

め
と
か
、
国
の
利
援
の
た
め
だ
け
に
使
っ
て
い
る
と

し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん
な
事
を
考
え

る
と
、
税
金
つ
で
あ
り
が
た
い
も
の
だ
な
と
実
感
し

ま
し
た
。

つ
い
、
こ
の
前
か
ら
実
施
さ
れ
た
消
費
税
|
|
、

資
産
状
態
に
関
係
な
く
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
い
ろ
い
ろ
な
反
対
運
動
や
抗
議
が
お
こ
り
ま
し

た。
消
費
税
と
は
、
こ
れ
か
ら
お
と
、
ず
れ
る
高
齢
化
社

会
の
対
応
策
だ
と
僕
は
思
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
、

若
い
人
が
減
り
、
お
年
寄
が
増
大
す
る
。
こ
れ
は
、

年
金
、
社
会
保
障
に
い
き
わ
た
る
税
金
が
年
々
増
え

回
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スタンプ

MUS04
スタンプ



農村環境改善センターから

新春囲碁・将棋大会
で⑧・ふれ⑧-めぐり⑧

町長杯は星谷の中山裕博氏と坂野町の多田清行氏に めぐり愛パーティー '93
1月10日(日)改善センター 2階和室で新春囲碁 ・将棋大会

が盛大に開催されました。新春の和やかなムードの中にも

闘志を秘めた碁友、将友の熱戦が終日展開されました。

成績(入賞)は次のとおりです。(敬称略)

勝浦土地改良区から

平成 4年度分畑総農道賦課金

(負担金)の徴収について 農地転用とは…

①足基地等を住宅敷地、工場敷

地、道路、山林などの農地

以外の用途に車主用すること

です。一時的に資材置き場、

飯場、砂利採取場などに転

用することも含みます。

②その土地が農地であるかど

うかは、現況によ って判断

されます。土地登記簿上の

地目と一致しなくても 、 I巴

繕管理がなされ耕作の用に

供されていれば、転用に許

可が必要です。

耕

一

刻

明

立

川

t
男
施
、
、

日

u
未

を

の 

佐神 剤

、
会
す

仙川

和
し
ん
配

肝

婚

実

で

は

歓

ま

上

で

交

い

会

、

て

(日 

4

月2年 8

男

婚

也

以

年

合

尚

一

日

5

j

成 2
名 区

上勝名地区以外の男性 

成

地

一

日

は

平

勝 

2
平

現

制

邸

寸

市

川

出

時

費

時

切

持

取

-
v

一

室

合

市

胡

一

日

会

対

締

集

叶

川

耳-
v
-
v

2

陪

ま

も

時

斗

位

後

お

料

和

日

り

る

い

12(
を

斗

す

昨

れ

実

い

時

軽

大

く

第

、

~

来

菌

か

に

体

だ

月

い

に

で

制

鵬

が

の

)

ま

割

ぜ

は

で

要

日

棋

す

出

お

で

処

び

な

ま

の

、

気

は

閣

開

分

の

お

す

せ ・しください。 v

・ 
せた総称で勝浦町・ 上勝町 ・石井町・ 神山

町・ 佐那河内村に居住されている方をいい

ます。

女ジュース加工ご希望の方ヘ 申込方法 勝浦町農業委員会事務局(告2-25日)

ジュース加工のシーズンになりました。加工のご予定の まで会費 ・申込書を添えて

方は、あらかじめ電話でお申込みをしてください。火曜日

(休館日)以外はいつでも結構です。 l 釜で最高 4 斗 ~5

刊わuとこるら

せ罰kなと反締法

す
。

は

ま

ト

ド

ー

ー

ー

農地法では、優良農用地を守るために農地以

外の用途に転換する、いわゆる転用について厳

しい制限を設けており、農林水産大臣、都道府

県知事の許可を必要とします。許可を受けない

で転用したり、転用のために売ったりする行為

4
お日

ト淵〒住券
n

浦目券

会

曜

ぷ

酷

開

白 

出
一

刑

判

抄

女

土

桂

川

い

μ
日

性

の

日

ン

ぶ

そ

雲

イ

感 

女 性 3 000円

未 

2

急

料

事宮町食な い

引

叫

引

冊

ぬ歳 

5

集

日 

十

h

h つ

男

500円

O

(

M

w

h

2

M

4，

，

O

レ↑

の

の

月

東

同

点

出

30分(時間厳守)までにご集合ください。

※勝名地区とは、勝浦郡と名西(東)郡を併

mh
 

員

で

し

委

と

画

行

こ

計

実

う

を

会

い

容

叫
許
制


年

提

彩

さ

青

の

多

だ

場

く 

同

い
ま

お

さ

閣してい

原

ご

田開で 

5

越

ら

お
u
h

囲碁の部 将棋 の 部

優 1券 中山裕博 多田清行

準 優勝 原 女子 中西勝一  

3 イ立 坪内  1券 新 居佑介

一叩骨骨ル↑一↓

時ま8
、
午後

、
日

叩

P 

l
J 

一引↑↓一

口

話

叩↓ 

館

お 

1

ま

開
一

来

ク

2 

日
室

曜

教 

o

ンは

電

骨

出

殺

曜日

(

時ル

理

ん

木 

↑

。

一。↓

週毎

す
女

1.賦課金通知書発送 平成 5年 2月 1日の予定 

2.納付期限 平成 5年 3月 5日まで 

3.納付方法

勝浦土地改良区事務局まで持参するか、勝浦郡農協、

阿波銀行勝浦支屈の勝浦土地改良区預金口座に振り込ん

でください。 

4.注意

納付期限を過ぎて納付すれば、督促手数料と年14.6%

の延滞金を徴収します。なお、滞納者を出した地区関係

者全員に、連帯責任として滞納過怠金を徴収します。

回

MUS04
テキストボックス
で愛　ふれ愛　めぐり愛
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こ
の
交
差
点
は
、
橋
の
欄
干
が
視

l
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アルミ 缶の回収にご協力を� •交通事故相談日	 ' 

ト
ベ
ル
ト
を

「
ア
ル
ミ
缶
」
と

V

。

「
ス
チ
ー
ル
缶
」

そ
の
�
 ⑤

分

け

れ

ば

資

源

混

ぜ

れ

ば

ゴ

ミ

ゴ
ミ
の
減
量
化

資
源
化
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

回
収
日
の
朝
九
時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
必
ず
名
前
を

A
町

記
入
し
て
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

川

缶
飲
料
の
素
材
に
は
ア
ル
ミ
と
ス

横
瀬
駐
在
所
巡
査
部
長

士口

今
回
は
、
横
瀬
の
前
川

橋
の
北
詰
交
差
点
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

い同一ドヒ
  
昨
年
度
も
、
重
傷
事
故

一
件
を
含

ママ
�
 

の
見
分
け
方
�
 

Aω ο叩
あ
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル
の
基
本
は
�
 

め
て
五
件
ぐ
ら
い
の
交
通
事
故
が
発

生
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
で
す
。
�
 

マ肌
チ
�
 

w

l
ル
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
握

つ

て
簡
単
に
つ
ぶ
れ
る
の
が
ア
ル
ミ
缶

界
を
さ
え
、
ぎ	

っ
て
、
橋
を
渡

っ
て
く

アルミ缶回収場所
平成�  5年� 2月22日(月)

地区 回収場所

坂 本 勝浦郡農協坂本出張所

与 川 内 イシ 与川内出張所

横 瀬 勝浦郡農協勝浦支所

中 山 消防詰所横

棚 里子 河川敷ゲートボール場横

久 国 役場庁舎裏

生 名 生名集会所(東林庵)

星� '日口l 星谷橋北詰ゴミフェンス横

黒 岩 中央橋北詰ゲートボール繍黄フェンス� 

ρτ7、 山

沼江 ・石原

掛谷 ・山西

中 角

今山橋北詰ゴミフェンス横

石原ゴミフェンス横

勝浦郡農協生比奈支所

農村婦人の家 ・馬越ゴミフェンス横

-日 時	 2月25日同

午前9時から

午後4時まで

・場所 	 小松島中央会館

・相談員	 田上 隼庸

※お気軽にご相談ください。

川
と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
今

る
北
行
き
の
車
両
が
見
え
に
く
く
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

叩
け
が
つ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

坂本 JI! 

横
瀬
保
育
所
や
J
A
勝

こ
こ
は
、
県
道
か
ら
南

マ叫
の
飲
料
缶
は
、
外
観
か
ら
で
は
見
分

川マ仙
の
基
本
で
あ
る
素
材
の
分
別
回
収
に

マ山

缶
の
素
材
を
明
確
に
見
分
け
る
た

こ
の
た
め
、
あ
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル

附
子
聞
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

川
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
か
。

へ
入

っ
た
町
道
と
J
A
勝

浦
や
横
瀬
小
学
校
・
保
育

所
等
の
裏
通
り
と
の
交
差

点
で
す
が
、
橋
を
渡

っ
た

南
側
に
は
住
宅
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
朝
夕
の
通
勤
時

間
帯
に
は
、
住
民
の
方
の

車
が
多
く
通
行
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
横
瀬
保
育
所
の

園
児
の
送
迎
で
父
兄
の
方

の
車
も
よ
く
通
り
ま
す
。

そ
の
他
、
仕
事
の
関
係

で
他
市
町
村
か
ら
入

っ
て

く
る
車
も
多
い
の
で
す
。

浦
郡
の
裏
側
を
通
行
し
て
き
た
車
な

ど
が
橋
を
渡

っ
て
き
た
車
な
ど
と
衝

突
す
る
の
で
す
。

事
故
の
原
因
は
、
交
差
点
で
の
左

右
の
安
全
確
認
と
徐
行
を
し
な
か

っ

た
点
に
あ
り
ま
す
。

見
通
し
が
悪
い
交
差
点
で
す
か
ら

ど
ち
ら
の
方
向
か
ら
来
た
車
で
あ

っ

て
も
必
ず
徐
行
を
し
て
、
左
右
の
安

全
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

町
め
の
マ
�
 
l
ク
が
飲
料
缶
に
記
入
さ
れ

ゆ
て
い
る
の
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。

一W
A
と
�
 を
示
す
三
角
形
と
円
形
に
、

S
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
の
頭
文
字

川
リ
サ
イ
ク
ル
を
表
す
矢
印
が
描
か
れ
、

一
マ
�
 ク
の
中
に
は
「
ア
ル
ミ
」
「
ス
チ
�
 

l

そ
し
て
、
必
ず
シ
�
 

w
l

川
い
ま
す
。

ル
」
と
い
う
文
字
が
記
入
さ
れ
て

，、一一
�
 

肌

ゐ
司
鎚

d-2
h
M

Z
d

A
N
F

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

少
な
く
と
も
人
身
事
故
は
防
止
で
き

る
は
ず
で
す
。
�
 

VマAVAマムマ

p
喧
分
別
か
ら

帆

圃
�
 

圃
品
川

固

MUS04
テキストボックス
駐在所から

MUS04
テキストボックス
交通事故多発地点

MUS04
テキストボックス
横瀬駐在所巡査部長　吉田雅雄

MUS04
テキストボックス
アルミ缶の回収にご協力を

MUS04
テキストボックス
交通事故相談日
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....と よおかてつやちゃん(星谷) ....みやう ら じゅ りちゃん(星谷)

2月の健康行事 不明な点は、環境衛生課、保健婦へ。

、‘ 、ー'〆

日 日程 内 ~与」t、' 大サ 象 者 受付時間�  j:~ 所
持参するもの

他� 

3 水 健康相談・健康教室 一 南支 の 方� 13 : 30~16:00 横瀬集会所 健康手帳�  

4 木 健康相談 ・健康教室 自生 の 方� 9:00~ 1l : 30 坂本集会所 健康手帳�  

5 金� 1歳� 6か月児健康診査�  
H3.6.1~8 . 3 1 までに 

生まれた子
13:30~14:00 勝浦病院

問診票

母子手帳�  

18 木 健康相談 ・健康教室 自主 の 方� 

9:00~ 1l : 30 生名センター 健康手帳�  

1 3 : 30~ 1 6:00 棚野集会所 健康手帳�  

百日咳・ジフテリア・破傷風� 

24 *三 種 混合予防接種
18 

1
2

2-4歳未満

期・・・� 1か月毎に� 3回接種

期…� l期終了後12-
か月後に� l回接種

13:30~14:30 
農村環境

改善センター

問診票�  

母子手帳�  

24 7Jて 健 康 本目 談 車生 の 方� 1 0 : 00~ 1l : 30 勝浦会館 健康手帳�  

25 木 健康相談 ・健康教室 一 般 の 方� 

9: 00~ 1l :30 掛谷集会所 健康手帳�  

1 3 : 30~16:00 今山公会堂 健康手帳�  

26 金 手L 児 健 康 診 査� 
H 4 . 9.1~ 1 2.31 までに 

生まれた子� 
1 3 : 30~14 : 30 勝浦病院 母子手帳

' ー。。一。。一。0-00-0 。一 ー。0-00。� ー。0-00。一。。一。。一。。一。。一。。一。。一。� ー。0-00-00。一。0-00-0ー。0-00。一。。一。� 0-00-0 0-00-00-00-0 0-00 00ー。。一。0-00-00-00-0。一。。ー。。

あ
な
た
の
か
ら
だ
の 

-

S
O
S

第
三
回
成
人
病

予
防
週
間
(
2
/
1
3
7
)

ー
聞
こ
え
ま
す
か
?

'-

現
在
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中

等
の
い
わ
ゆ
る
成
人
病
に
よ
る
死
亡

は、

国
民
死
因
順
位
の
上
位
を
占
め

死
亡
者
総
数
に
占
め
る
割
合
は
六
割

を
超
え
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
れ
ら

の
疾
病
は
、
社
会
に
お
い
て
も
家
庭

に
お
い
て
も
中
核
を
な
す
年
齢
階
層

に
多
発
す
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
経

済
的
に
受
け
る
影
響
は
多
大
で
あ
り
、

成
人
病
予
防
対
策
の
一
層
の
充
実
が

国
民
保
健
上
の
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
向
を
ふ

ま
え
健
康
に
対
す
る
自
己
責
任
の
自

覚
と
認
識
を
深
め
、
生
涯
を
通
じ
て

適
切
な
健
康
守
つ
く
り
に
取
り
組
む
よ

う
健
康
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
の
保
持
増
進
の
基
本
は

.
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養

.
適
度
な
運
動

・
十
分
な
休
養

と
健
康
診
査
を
定
期
的
に
受
診
し

自
己
の
健
康
状
態
を
常
時
把
握
し
て

お
く
こ
と
で
す
。

以
上
の
こ
と
を
習
慣
と
し
健
康
的

な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

回� 

00

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
2月の健康行事

MUS04
テキストボックス
第三回成人病予防週間２/1～7　　

聞こえますか
あなたのからだのSOS



平成 4年中所得の申告受付が 2月16日

から 3月15日まで1Tなわれます。

平成 5年度の保険税を決める大切な申

告ですので必ず済ませましょう。

〈f呆 険 税 〉

国
保
に
加
入
し
た
人
は
、必
ず
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
納
め
ら
れ
た
保
険
税
は
、
国
の
補
助
金
と
と
も
に
、
国
保
の

財
源
と
な
り
、
み
な
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費
や

助
産
費
、
葬
祭
費
な
ど
の
給
付
の
費
用
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
保
険
税
は
国
保
の
運
営
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

-保険税の決め方め
を
し
な
い
う
ち
に
「
お
や
す
み
な

さ
い
」
。

身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
湯
ざ

は 
H

カ
ラ
ス
の
行
水 

-その年に予測さ

れる医療費から、

国の補助金、被

保険者の負担分

を除いた分が保

険税

総額を4頂目に割り振る

.世平特別平等割 

(一世帯にい くらと

計算) 自

H

が
コ
ツ
。

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
寝
酒
は
と
き
ど
き
、

た
し
な
む
程
度
に
し
て

お
く
の
が
無
難
で
す
。

眠れないときの 

λ必易鎗田
①軽い体操を。血行がよ

く忽り貨のよい自民りを誘う。

②続寄を。本は眠りのセ

レモ二ーとして育劾。

眠
れ
な
い
/
夜
の

寝
酒
は
効
果
が
あ
る
か
?

は
、 

少
量
の
酒
な
ら
睡
眠
薬
が
わ
り
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
あ
ま
り
多

HH

寝
酒 

に
は
効
果
的
。

H

③寝る前 lこ食べない。食

べ物ガ体に入ると、内臓

の働きを司る受感神経ガ

活発になり、自がさえる。

.所得割 
(被保険者の収入に

応 じて計算)

寝
る
前
は
、
ぬ
る
め
か
熱
め
か
、

ど
ち
ら
の
風
呂
が
い
い
?

結
論
か
ら
い
え
ば
、
ぬ
る
め
の
湯

が
正
解
。
体
温
に
近
い
ぬ
る
め
の
湯

(
犯
度
ぐ
ら
い
)
は
、
自
律
神
経
を

副
交
感
神
経
の
支
配
に
す
る
の
で
、

落
ち
着
い
た
気
分
に
し
ま
す
。
だ
か

ら
、
寝
る
前
や
、
気
分
の
高
ま

っ
て

い
る
と
き
の
入
浴
に
効
果
的
。

逆
に
、
必
度
ぐ
ら
い
の
熱
い
湯
は
、

自
律
神
経
を
交
感
神
経
の
支
配
に
す

る
の
で
、
緊
張
状
態
を
招
き
ま
す
。

ひ
と
風
呂
浴
び
て
仕
事
を
す
る
と
き

ゃ
、
気
分
転
換
、
あ
る
い
は
寝
る
前

で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
疲
れ
な
ど
を
取
る

の
に
適
し
た
風
呂
で
す
。
ぬ
る
湯
は

時
聞
を
か
け
て
ゆ

っ
く
り
、
熱
い
湯

量
に
飲
む
と
、
脳
が
過
剰
に
刺
激
さ
れ
て

逆
効
果
。
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
水
割
り
で

1 

1
2
杯
を
限
度
に
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
連

日
と
な
る
と
常
習
化
し

や
す
く
、
飲
ま
な
け
れ

ば
眠
れ
な
い
と
い
う
こ

酒
よ
り
も
っ
と
い
い
の
は
牛
乳
。
牛
乳

副
作
用
の
な
い
睡
眠
薬
μ

さ
え
い
ま
す
。
多
少
、
温
め
て
飲
む
ほ
う

が 
そ
れ
で
も
、
ど
う
し
て
も
眠
れ
な
い
と

い
う
期
聞
が
長
引
く
人
は
、
医
師
に
一
度

相
談
を
。
睡
眠
薬
は
、
素
人
判
断
で
使
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④仕事怠どの悩みごとを

寝床に持ち込まない。

⑤眠れなくても気にしな

い。「朝まで起きていよ

うJ と決めると、いつの

間|こか眠ることガ多い。

(t量得の固定資産に

.資産割 

応じて計算)

困

と
い
う
人

MUS04
テキストボックス
国保と医療費

MUS04
テキストボックス
保険税



⑧ 

H

春
を
呼
ぶ
�
 ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り

も
第
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回 H

心配ごと相談
 

も
百
段
の
ひ
な
壇
に
約
三
千
体
の
ひ

な
人
形
を
三
月
一
日
か
ら
三
月
十
三

2月26日(創� 

-場所

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター 2階

〈 星 でスまかいり
連 谷 ひ 、人でらとの不
絡 ・な持形お 二 思ひ用
先大 人 ちゃ送十いなに
〉 宮形込ひり七ま人な

二 勝八のまなく日す形 つ

ひ

な

人

形

集

合

手
作
り
ひ
な
人
形
募
集

い
ま
す
。

お
い
て
公
開
し
ま
す
。

期
間
中
、
ビ
ッ
グ
ひ
な
市
、
子
供

映
画
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り


パ
ー
ト
5

-日時 2月5日樹� 

2月12日(創� 

2月19日(創� 

門口ロ
�
 

日
ま
で
、
横
瀬

・
勤
労
者
体
育
館
に

I
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l
-
1
1
1
1
1
1
1
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ノ

，¥、お
軽
、
だ

/

¥
 

こ転 を必ば っ 税きし 含有
と車なしず、たまさをたしむの軽

|浦幡供な壇だにのをた
二町神養いはさ、でひひて

気

く

し

お

せ

付

、

わ

受

で

合

も

の

い

で

す

問

日

ま

お

い

平

り

に

さ

五井社向で飾勺勤 ー なな
一 戸 で 四 くれず労百壇人
一 端千丁月だまラ者二に形

塾い四させス体十飾と
ま 日 いんケ育六り手。

門口� すに 。の� l館日た作

⑨⑨⑨⑧⑧⑨
がはおて 三 同りたれし軽た)軽自
で、 、く 月 様 し 、るな自がに自動
き町 ー だ 三 のてだこけ動 つ 対動車
ま役 二 さ 十 こも れ と れ 車 て し 車税
す場五い ー と 手か にば で 、て ( は
。で� c.c. 。日 と続にな 、もも諜原四
手以 ま なき売り今 、う税付 月
続下 で りを つ ま 後 廃 す さ 自ー
きの に ましたすず車でれ転日
を原 届すなり 。つ のにま車 現
す付 けの け 、 と手廃す等在
る自 出でれ譲 課続車 。を所

廃
車
手
続
き
は
確
実
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う


の開催 


子どもを取り巻く環境の蛮化とともに、

最近子育てに迷っている方が多いように見

受けられます。

この度、東京の小杉社会教育研究所から

講師をお招きして講演会を開催することに

なりました。多数ご聴講ください。

なお、保育所へ入所予定のお母様方もぜ

ひご参加ください。

*とき

平成5年 2月19日閣 午前10時~正午

安ところ

勝浦町農村環境改善センター

演題“今やらなければならない教育と

後でまにあう教育"

し
か
し
、
軽
四
輪
車
は
、
軽
自
動

課
�
 (宮
二
|
二
五

二
二
)
、
軽
自
動
車

車
協
会
、

一
二
五
∞
を
超
え
る
二
輪

協
会
�
 (E
O

車
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島
陸
運
支
局

七
五
)
ま
た
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島

で
な
け
れ
ば
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん

陸
運
支
局
�
 (宮
�
 

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

四
八
八
二
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

不
明
な
点
は
、
町
役
場
税
務
保
険

だ
さ
い
。
�
 

O

不用犬の

買い上げ日

犬の放し飼L、は

やめましょう。

2月3日(水)� 

2月17日(水)
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MUS04
テキストボックス
春の息吹

MUS04
テキストボックス
2月
心配ごと相談

MUS04
テキストボックス
子育て講演会の開催



必
一
戸
籍
の
窓


ロ
月
刊
日

1
1
月
日
日 

v-

(敬称略)祐 香

善

意
あ
り
が
と
'
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

ロ
月
日
日

1
1
月
市
日

南

昭

さ

ん

(

山

西

)

幾
原
サ
ワ
ノ
さ
ん
(
与
川
内
)

本

原

秀

明

さ

ん

(

棚

野

)

稼

勢

矯

さ

ん

(

坂

本

)

匿

名

(

沼

江

)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

…
勝
浦
会
館
二
月
行
事
…

3
日
附
踊
り
教
室


4
日
附
手
芸
教
室


5
日
制
習
字
教
室


5
日
働
生
花
教
室


8
日

間

藤

教

室


9
日

ω
着
付
教
室


叩
日
同

踊

り

教

室


日

日

間

藤

教

室


口
日
制
踊
り
教
室


日
日
附
手
芸
教
室


四
日
幽
習
字
教
室


幻
日
制
生
花
教
室


幻

日

間

藤

教

室

お
日

ω
着
付
教
室

お
日
附
手
芸
教
室

各
講
座
と
も
午
後
8
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。
(
手
芸
教
室
は
午
後 
7

時
初
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
午
後

7
時
間
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ

う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

家庭婦人バレーポール

審判講習会及び選手強化日程

2月3日同 2月6日出 

2月10日同 2月13日(剖 

2月17日同 2月20日(:t) 

2月24日同 2月27日比) 

-時間 午後 8時から

・場所 生比奈小学校体育館

2月の土曜閉庁日は ビームライフル'
次のとおりです 講習会  

あなたも練習して

2月 13日 みませんか?

(第 2土曜日) 

2月 27日
(第 4土曜日)

ビームライフル

(ただい 勝浦病院各保育¥

所は，行っています。 ノ 福祉センター 3階において練習

コーナーを設けています。教育委

(各小学校中学校幼稚園¥ 員会までご連絡いただければ練習

は第  2土曜日のみ閉校。 ノ できます。
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¥
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争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
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里
子
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保
木
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ス
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乃
歳
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大
字
坂
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字
平
野
稼
勢
タ
メ
(
制
歳
)

大
字
三
渓
字
西
谷
幾
原
貞
雄
(
お
歳
)

大
字
沼
江
字

一
楽
松
本
カ
ズ
ノ
(
剖
歳
)

大
字
三
渓
字
楼
測
神
子
コ
リ
ン
(
引
歳
)

大
字
棚
野
字
前
田
山
野
治
美
(
犯
歳
)

回




